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カ リキ ュ ラ ム 改革 の そ の 後

　　
一 一

東京大 学 の 場合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東京大学 　岡　秀夫

　　 新 1 ・2 年生対象の 実力テ ス ト （平成 6 年 4 月実施）に つ い て

　新 カ リキ ュ ラム の 成果 をはか る こ とを主 た る 目的 と して 、入学 した ば か りの

新 1 年生 と、 1年 間新 カ リキ ュ ラ ム を受講 した新 2 年生 とを対象 に、平成 6年

4 月、 同
一

問題 に よる 実カテ ス トを行 ない ま した 。 結果 は 以 下 の 通 りで す 。

人数 問 1
読 む

口 2
聞 く

匿 3
聞 く

台計

1年文 1 69622 。862L3613 ．3057 ．53
1年文 2 41320 ．1318 ．3311 ．2449 ． 70

1 年文 3 48821 ．2420 ．6312 。7754 ．64

1年理 1 123418 ．2818 ．981 ！．4048 。66
1年 理 2 54516 ．8616 ．951L2645 。07

ヱ年理 3 8327 。2824 。0614 。9366 。27

1年合計 345919 。8319 ．4212 。025L27

平均点

人数 借 1

読 む

間 2
聞 く 謙

合計

2年文 1 45024 ，4923 ，07 ．17。7765 ．33

2年文 2 2702L3719 ．9218 。4459 ，73

2 年文 3　　 3朋 22。9922 。5718 。4364 。OO
2 年理 1　　 97720 、4920 。4016 。9257 ．81

2 年理 2　　 41917 。55 工9。7116 。8954 ．16

2 年理 3　 　 　 6424 。9525 。9120 。0570 。91

軈 蠶 工 25722 ユ。2921 。1717 。5360 。OO
・卜
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2年結 果

最終平均 中間 平 均 期末 平 均

読 　　　聴 読 　　聴

L1 74．5 31．0　　34 ，634 ．5　 　 27 ．9

L2 67．8 30 ．2　 　 36．331 ．2　 　 24．5

L3 719 32 ．3　 　 39 ，633 ．6　 　 25 ．7

S1 70 ．3 24．9　　32，132 ．6　 　 24 ，0

S2 68．5 3Z，3　　 31 ．131 ．1　 　 23 ．6

S3 77．6 36 ，9　 　 38．735 ．2　　 32，9

全体

人 數 割 合

80−10088225 ．3％

65−791628467 ％

50 −6477822 ．3％

一501022 ．9％

＃ 992 ．8％

合 計 3489100 ．O％

凵

人 数　　 割合

80 −10023733 ．3％

65−7931644 、4％

50−6414219 ．9％

一50 50 ．7％

＃ 121 ．7％

合 計 ハ 2100 ．0％

L2

人 数 割 合

80−100 5820 ．5％

65 ・79208735 ％

50−64 00 ．O％

一50 93 ．2％

＃ 82 ．8％

合 計 283100 ．0％

L3
人 数 割合

80−10014227 ．8％

65−7923646 ，3％

50 −6410821 ．2％

一50 122 ．4％

＃ 122 ．4％

合 計 slo100 ．0％

S1
人 数 割合

80−100280 20 ，996

65−79617 46 ．1％

50−64349 26．1％

一50 40 3，Q％

＃ 52 3，9％

合計 133810G ，0％

S2
人 數 割合

80−10012422 ．1％

65 −7921137 ．5％

SO−6416829 ．9％

一50 366 ．4％

＃ 142 ，5％

合 計 562100 ．0％

S3

人数 割合

80 −100 4144 ，1％

65−79 4043 ．0％

50 −64 1111 ．8％

一50 00 ，0％

＃ 11 」 ％

合 計 93100 ．0％

英語 1実行班 の 報告 95．4
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英驤「アンケ
ー
ト繕渠

又1　又ll
』
又III又．、全 一 戳 羅

（1）開き取リカが

　　　　 十分つ い た

　　　　　まあ少しはつ い た

　　　　 あまりつ かなかっ た

　　　　　まっ たくっ かなかっ た

＿ 　　　最初から十分な力があっ たので比較が難しい

　　　　 計

18　 　 11　 　 27
114　　 ア5　　126

54　　 36　　 36

12　　 10　　 13

8　 　 9　 　 1D

56　 　 42　　 1D
315　　　283　　　　91
126　　170　　 38
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（2）読むカが

　　　　 十分つ い た

　　　　 まあ少しはつ い た

　　　　 あまりつ かなかつた

　　　　 まっ た くつ かなかっ た

　　　　 最初から十分な力があっ たので 比較が難しい
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口 205　　　138　　　226 569　　58ア　　173　　 14 ア74　　ユ，343

又1　 又ll　 又Ili　又糸 全 　　　¢ 1II 　 理 工II　 t．糸全　　 £ 俸

〔3）毎回の授業で聞くビデオは

　　　　 だんだん聞くのが楽になっ た

　　　　 あまり変わらない

　　　　 だんだん難しくなっ た

4ア　　 35　　 86
143　　　90　　　117
1尋　 　 13　 　 18

ヱ68　　　15呂　　　48
350　　335　　 108
45　　 60　　 15

860 214　　382
449　 　 799

フ5　　 ］20
計 2（M　　l38　　221 563　　553　　　17E　　　14 738　　1，3GI

1　 又ll　又lll 又糸 全体　理1　 ヒ H　：III　＿糸全 ＋　 £ 体

（4）毎回読んで くるリ・
一
ダー一｛±

　　　　 だんだん読むのが楽になっ た

　　　　 あまり変わ らない

　　　　 だんだん難しくなっ た

lI　 　 6　 　 15
96　　62　　92
98　　 69　 113

32　 　 41　　 8
250　　　258　　　　90
280　　　2フ7　　　7ア

3
暫
〕
ド
）

52　　 84
353　 　 6G3

359　　639
計 205　　　ま37　　　220 562　　　576　　　175　　　　13 75｝　　1．326

英語 1 は こ ん な授 業 だ っ た
　　　 ア ン ケ

ー
トに 寄 せ られ た学生 た ち の 岸 一一一

先 輩 とか か ら聞 い た 昔の 英 蒜 の 授秦 よ りずっ とお もしろ い み た い で す 。 ち ょ うどい い 年 に 入学 した よ

うな気 が します。齣場 の 中で 莫語 の 改革 は光 っ て い ま した 。 が ん ば っ て 下 さ い 。　（理 1）

ビデ オ もリーダーも、よ く考 え て 、学生 の 興味をひ くように気を配 っ たあとと内容 的 に も厳 選 され た
あとが 見 られ た と思 い ます。我 々 学生 が 今後必要なの は緬 か い 単 語 や 構 文 の 暗記力で は な くて 穴 意 を
つ か む力だ とい う主 旨に も賛成で す 。　（文 1）

僕 はあ ま り英語が 得意で は あ りませ んが 、そ れ で も教 科 の 内 容 に は 興 味を持 て た し、リス ニ ン グ もで

きる だ け 藥 中 して 聞 くように して い ま した 。 おかげで 入学当初に 比べ て英語 の カが つ い た気が します。

（入学 した らめ きめ きと英語 の 力 が お とろ え る と思 っ て い た の で意外 で した 。 ）　（理 工
』
）
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リ
ーダー

の 題材に つ い て

個 人 的 に ぱ、理 系 的 文章 は 読 み づ ら く、つ い て い けない 感 じが したが 、教養課程だ か らい い と思 う。
こ ん な形で な け れ ば ぜ っ た い 目に しな い 種 の 文 を よ ま さ れ た の も、ひ と つ の 勉強 な の だ ろ う。人 文社

会系 の 文章 は よ かっ た。　（文 3）

理系の 話邂 も興味深かっ たけれ ども、文系 に はつ らす ぎる内容 もあ りました 。 もう一歩易 しい 内容 に

は なりませ ん で しょ うか 。 しか し 、
つ らい くらい が我 々 に と っ て は よ い の か もしれ ませ ん けど。　 （文

2）

埋 系的な藷題が縫分多か っ た よ うで すが 、文系 の 人 は ど う愚 っ た の で し ょ うか 、こ ちらが詩句 の メ タ

フ ァ
ー

に苦 しむ よ うに 、彼 （女） ら もカ オ ス や フ ァ ジ
ー

の 話題 に 音 を上げ る だ ろ う とい う公 平 性 は良

か っ た と思 い ますが。　　（理 1）

ビテ オ と リス ニ ン グに つ い て

よい 授業 で した 。 英1だ けは 来 ようと思 っ た 。 リス ニ ン グ に つ い て は個人 で も少 しや っ て い た の で t
英 rだけの効果 とは い えない か もしれ ませ ん が 、特 に 2 年 に な っ て か らは毎 回 聞 くの が 楽 に な っ て う
れ しか っ た で す。　　　 　　　　　（文 2）

！fデ オの 形式が い つ も同 じなとこ ろ が 飽 きて しまう場合 が ある の で 、対話形式や学生 に 問 い かける よ

っなもの、映画 の よ うなもの な どの 形式を増 や して ほ しい です 。　（文 1＞

リス ニ ン グ は 1年 の 最初は 単 な る 音 の 波 （
“
つ る つ る

”
としか きこ えな か っ た ） に しか きこ え なか っ

た の が、景近 は 入間 の 言葉だ と わ かる よ うに な りま した 。　（理 2 ）

本格的 な リス ニ ン グ を始めた の は大学に入 っ て か らなの に、話すの が は や い 。もっ とゆっ くり話す と
か、一文ごとに 少 し空白をあける な ど しない と、一

度聞き取れな か っ たら、もうだめ とい う状態 に なっ

て しま うc 　（運 1）

授業の 進め方 に つ い て

時閲が足 りな い の で 仕方な い とは 愚 い ますが、一つ 一つ の テ ク ス トをもう少し
「tee

く
”

読む こ とが で
きれ ば よか っ た と思い ます 。　（そ うで な くて も例えばお の お の の 章 に つ い て参考文献 、 関連書 など
（特 に 日本語 の）が 示され て い れ ば 、 興味 をもっ た こ とにつ い て もっ と深 く知る こ とが で きて よか っ

た とお もい ます）　（堙 1）

孥業中に本文 の解説に深入 りしな い 方が よい 。本文 の 内容 checldabcomprehensi 。n　check の 解説程度に
ど ど めて 、 Lis亡ening等 の 解説 etc ．に よ り多 くの時間 を さい た方が こ の 授業 の特色をい か せ る の で ぱな
い か。

本人が や る気 に さえなれ ば と て も収穫が 大 きい 試 み で あ る と思 う。少な くともあて られ た と こ ろ だけ
読ん で くる様な授業 よりはずっ とや りが い があり、お もしろ い

。 題材は多少 「理系へ の あ こ が れ」が
感 じられ、教宮 の と て つ も な い f理系 コ ン プ レ ッ クス 」が露見 した が、皆さん もっ と 自信を持 っ て i
　理系に した っ て

一
部 の f上澄 み 」以外 はた い した こ と は ない の で す。　（理 2）

担当の先生 次 第ですべ て が 決まる 。 ち っ と も　 ・　　de 旨を “− Z 　て ない 　 ぐもい る 。　（もう少 し主
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

「
旨の 徹底を ！） 2年に な っ て 本当 に 楽 しん だ。　（理 1）
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